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(1)
被
害
状
況

岩
手
県
沿
岸
部
は
、
南
の
陸
前
高
田
市

か
ら
北
の
洋
野
町
ま
で
、

5
市
7
町
村
か

ら
な
る
。
東
日
本
大
震
災
の
被
害
は
こ
の

地
域
に
集
中
し
、
な
か
で
も
大
槌
町
、
陸

前
高
田
市
で
は
、
人
口
の
約
1
割
が
死
亡

又
は
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
地

域
で
の
生
活
を
支
え
る
医
療
・
福
祉
施
設

も
大
き
な
被
害
を
被
っ
た
。
こ
の
岩
手
県

沿
岸
部
が
、
被
災
前
に
ど
の
よ
う
な
特
徴

の
あ
る
地
域
で
、
ど
の
よ
う
な
問
題
を
抱

え
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
津
波
被

害
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け

た
か
を
見
る
。

2011年 10月15日

(2)
人
口
減
少
と
超
高
齢
化
の
進
行

こ
の

1

0
年
間
の
減
少
率
は
1
0
%
を

超
え
、

6
5
歳
以
上
人
口
も
3
0
%
を

弱
く
、
自
前
歳
入
で
ま
か
な
え
る
比
率
を

示
す
財
政
力
指
数
は
0
.
1
4
1
0
.
5

ー
で
あ
り
、
震
災
か
ら
の
復
興
の
困
難
性

を
示
し
て
い
る
。

の
財
政
力
も

人
口
減
少
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ

; 図 1 年齢別人口移動の状況 : 
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注)横軸は、 2平成22年国勢調査時点の年齢。縦軸は、各年齢グループが平成 17年国勢調

査以降の5年間に沿岸地域から移動(純増減)した人数を表している。

(出所)平成22年国勢調査、平成 17年国勢調査より作成。

1000 

ろ00

て
い
る
か
(
図
1
)
。
横
軸
は
平
成
2
2

年
国
勢
調
査
時
の
年
齢
、
縦
軸
の
数
値
は
、

こ
の
各
年
齢
グ
ル
ー
プ
が
平
成
1
7
年

か
ら
の

5
年
間
に
沿
岸
1

2
市
町
村
か

ら
移
動
(
純
増
減
)
し
た
人
数
で
あ
る
。

1

8
歳
1
2
3
歳
で
大
き
く
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
年
齢
の

人
々
が

5
年
間
に
大
量
流
出
し
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
最
も
大
き
な
減
少
率
と

な
っ
た
1
9
歳
(
1
4
歳
1
1
8
歳
の
5

年
間
)
に
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
実
に
5

8

%
が
域
外
に
純
流
出
し
た
。

2
0
歳
代

半
ば
に
U
タ
1
ン
が
わ
ず
か
に
見
ら
れ

る
が
人
口
流
出
を
と
ど
め
る
に
は
足
り

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
増
減
が
な
く

安
定
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
継
続
的
な
人
口
減
少
は
、
高

校
卒
業
時
に
希
望
に
合
う
進
学
・
就
職
先

が
少
な
い
た
め
域
外
に
出
て
行
く
若
者

が
多
い
た
め
で
あ
る
。
た
だ
2
0
歳
代
に

地
域
に
残
っ
た
人
々
は
、
そ
の
後
も
ず
っ

と
こ
こ
に
住
み
続
け
る
こ
と
を
選
ん
で

い
る
。
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(3)
地
域
の
経
済
と
仕
事

こ
の
地
域
の
人
々
は
ど
の
よ
う

産業別就業構造 (2005年，就業者に占める比率%)

卸 飲食
教

第1次 第2次 建設 製造 第3次 運輸 売- 庖，
医 育，

その 分類

産業 農業 林業 漁業 産業 鉱業 業 業 産業 業 小売 宿泊
療， 学習 公務

他 不能

業 業
福祉 支媛

業

陸前高田市 16.4 8.8 0.5 7.0 31.7 0.2 12.5 19.1 51.9 3.7 15.2 3.4 8.8 4.3 2.7 13.9 。01
大船渡市 11.5 3.8 0.2 7.5 29.5 0.4 11.0 18.1 58.9 4.4 17.2 3.8 8.7 4.7 4.1 16.0 0.11 

釜石市 8.4 2.1 0.2 6.1 30.3 0.1 9.5 20.7 61.1 4.2 17.2 4.4 10.0 4.0 4.4 17.0 0.21 

大槌町 9.0 3.3 0.2 5.5 37.1 0.4 12.5 24.1 53.6 4.6 16.0 4.3 7.8 3.1 4.2 13.7 0.3 

山田町 20.4 4.6 0.9 14.8 29.3 。.2 10.2 18.9 50.2 3.7 13.9 3.1 8.6 2，8 5.1 13.0 011 
宮古市 10.6 4.3 0.6 5.7 25.2 日2 8.4 16.6 64.0 4.6 18.5 5.2 11.2 4.7 4.6 15，2 0.21 

表 1

な
仕
事
を
し
て
暮
ら
し
て
い
る
の
か
を
、

特
に
津
波
被
害
の
激
し
か
っ
た

6
市
町

に
つ
い
て
見
て
み
る

(表
1
)
。

沿
岸
の
主
要
産
業
で
あ
る
漁
業
に
従

事
す
る
人
が
、
ど
の
市
町
村
で
も
一
定
の

割
合
を
占
め
て
い
る
。
製
造
業
も
3
割
く

ら
い
だ
が
、
う
ち
食
品
製
造
業
の
割
合
が

3
8
%
も
あ
り
、
多
く
が
漁
業
関
連
で
あ

る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
ま
た
、
最
も

多
く
の
雇
用
を
吸
収
す
る
の
は
第
3
次

産
業
で
、
そ
の
重
要
な
部
分
は
、
卸
小
売

業
・
飲
食
業
と
医
療
福
祉
・
公
務
と
い
っ

た
社
会
サ
ー
ビ
ス
だ
。

し
た
が
っ
て
、
復
旧
復
興
に
あ
た
っ
て
、

(出所)平成 17年国勢調査より作成。

漁
業
の
復
旧
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
が
、
漁
業
単
体
の
復
旧
で
は
な

く
、
水
産
加
工
や
流
通
業
を
含
め
た
産
業

連
関
の
一
体
的
復
旧
が
不
可
欠
で
あ
る

と
と
も
に
、
生
活
を
支
え
る
社
会
サ
ー
ビ

ス
の
復
旧
が
地
域
の
雇
一
用
確
保
に
と
っ

て
も
重
要
だ
と
い
え
る
。

2.
復
旧
復
興
の
た
め
に
何
が
必
要
か

(1)
生
活
の
再
建

ま
ず
住
ま
い
の
再
建
。
プ
レ
ハ
ブ
協
会

へ
の
一
括
発
注
に
よ
り
地
元
資
源
が
活

用
さ
れ
な
い
、
仮
設
住
宅
の
住
み
心
地
に

格
差
が
あ
る
と
い
っ
た
問
題
は
あ
っ
た

が
、
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
は

一
応
完
了
し
た
。

当
面
の
問
題
は
仮
設
の
あ
り
方
だ
。
岩

手
県
は
、

9
月
末
、
各
沿
岸
部
の
防
潮
堤

の
高
さ
を
提
示
し
た
。
市
町
村
は
、
こ
れ

を
参
考
に
ま
ち
づ
く
り
の
具
体
案
策
定

へ
と
す
す
む
。
住
宅
地
を
高
台
に
移
転
す

る
に
せ
よ
、
元
の
場
所
に
ま
ち
を
再
建
す

る
に
せ
よ
、
住
民
と
の
協
議
が
必
要
だ
し
、

整
備
事
業
に
も
相
当
の
期
間
が
予
想
さ

れ
る
。
仮
設
が
長
期
に
な
る
こ
と
も
覚
悟

し
、
仮
設
の
生
活
を
で
き
る
限
り
快
適
に

す
る
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。

暑
さ
寒
さ
対
策
、
防
音
、
体
の
不
自
由
な

人
対
策
と
い
っ
た
住
み
や
す
い
空
間
づ

く
り
と
と
も
に
、
盾
舗
・
ポ
ス
ト
・
公
共

施
設
な
ど
が
近
く
に
な
い
、
交
通
の
便
が

悪
い
と
い
っ
た
問
題
へ
の
対
応
が
必
要

だ。
高
齢
者
が
暮
ら
せ
る
こ
と
を
基
準
に

住
宅
、
庖
舗
、
利
便
施
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
、
公
共
交
通
を
整
え
た
「
仮
設
の
ま

ち
」
を
つ
く
る
く
ら
い
の
構
え
が
必
要
だ

ろ
う
。
そ
れ
は
地
域
の
仕
事
と
雇
用
確
保

に
も
つ
な
が
る
。

そ
の
う
え
で
、
恒
久
的
な
住
ま
い
へ
の

移
行
を
支
援
と
し
て
、
住
宅
ロ

l
ン
対
策
、

浸
水
土
地
の
買
い
取
り
、
土
地
取
得
の
支

援
、
生
活
再
建
支
援
金
制
度
の
拡
大
等
が

求
め
ら
れ
る
。

(2)
仕
事
と
収
入
の
確
保

当
面
の
生
活
を
支
え
る
た
め
、
雇
用
保

険
給
付
期
間
延
長
、
自
治
体
等
に
よ
る

「
つ
な
ぎ
雇
用
」
の
弾
力
的
実
施
を
す
す

め
つ
つ
、
雇
用
確
保
の
た
め
の
就
業
支
援

が
必
要
だ
。
と
は
言
え
雇
用
情
勢
は
芳
し

く
な
い
。
朝
日
新
聞

(
9
月
6
日
)
に
よ

れ
ば
、
被
災
3
県
(
岩
手
、
宮
城
、
福
島
)

の
「
被
災
求
職
者
」

6
3
，
3
5
2
人
の

う
ち
、
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
の
紹
介
で
就
職
先

が
決
定
し
た
人
は
、

7
月
末
ま
で
で
1
3
，

0
1
7
人
(
2
0

5
%
)
に
と
ど
ま
る

と
い
v

フ。

J匂，t，~



(5) 

先
に
見
た
よ
う
に
、
卒
業
後
地
域
に
と
ど

ま
っ
た
人
は
こ
こ
で
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
を
選
ん
で
き
た
。
そ
の
人
々
の
仕
事
を

早
急
に
再
建
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新

産
業
の
創
出
は
若
者
の
一
用
の
場
を
広

げ
る
た
め
に
重
要
だ
が
、
そ
れ
は
ま
ち
づ

く
り
を
計
画
す
る
中
で
知
恵
を
出
し
合

え
ば
い
い
。
ま
ず
は
、
水
産
業
と
そ
の
関

連
業
、
商
業
等
の
既
存
の
仕
事
を
仮
設
で

も
い
い
か
ら
復
旧
す
る
こ
と
だ
。
そ
の
こ

と
が
仕
事
の
再
建
と
と
も
に
生
活
基
盤

を
整
え
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
民
間
の
事
業
再
建
の
た
め

の
支
援
策
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
。
融

資
以
外
の
助
成
は
2
つ
だ
け
だ
。
①
中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
に
よ
る
仮
設
庖

舗
・
工
場
の
貸
与
と
、
②
中
小
企
業
グ
ル

ー
プ
に
対
す
る
施
設
・
設
備
の
復
旧
整
備

補
助
事
業
(
国
が
1
/
2
、
県
が
1
/
4

補
助
)
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
の
事

業
が
な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
。
表
2
は、

岩
手
県
内
の
仮
設
店
舗
・
工
場
等
の
進
捗

状
況
だ
が
、

9
月
2
日
現
在
で
完
成
し
た

の
は
4
施
設
1
9
区
画
に
と
ど
ま
る
。

施
設
・
設
備
復
旧
整
備
補
助
事
業
も
、

採
択
件
数
・
額
が
大
幅
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
。

岩
手
県
内
応
募
者
5
1
グ
ル
ー
プ
、

5
4
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5
億
円
に
対
し
、
岩
手
県
に
配
分
さ
れ
た

額
は
7
9
億
円
。

2
次
補
正
予
算
に
よ
る

追
加
も
5
4
億
円
し
か
な
い
。

そ
の
原
因
は
、
公
共
施
設
の
復
旧
に
は

財
政
資
金
を
投
入
す
る
が
、
個
人
や
民
間

事
業
再
生
へ
の
投
入
を
た
め
ら
う
と
と

も
に
、
財
政
支
援
の
内
容
も
各
省
庁
の
個

別
補
助
金
の
た
め
、
被
災
地
の
実
情
に
合

っ
た
迅
速
な
対
応
を
困
難
に
し
て
い
る

点
に
あ
る
。
市
町
村
に
決
定
権
と
財
源
を

付
与
す
る
新
た
な
支
援
ス
キ

i
ム
が
求

め
ら
れ
る
。

(3)
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
再
建

3
医
療
・
福

祉
関
教
育
な
ど
の
再
建
S

さ
ら
に
、
仕
事
の
再
建
だ
け
で
は
な
く
、

高
齢
者
や
子
供
た
ち
を
支
え
る
社
会
サ

ー
ビ
ス
の
復
旧
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
し多
く
の
福
祉
施
設
、
医
療
施
設
が
被
災

し
た
。
全
壊
し
た
岩
手
県
立
高
田
病
院
、

大
槌
病
院
、
山
田
病
院
は
、
よ
う
や
く
仮

設
診
療
所
が
で
き
た
が
ベ
ッ
ド
は
な
い
。

県
で
は
被
災
前
か
ら
医
師
不
足
と
公
立

病
院
赤
字
を
理
由
に
県
立
病
院
の
縮
小

再
編
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
復
興
計
画
で

も
、
「
新
た
な
ま
ち
ゃ
つ
く
り
と
連
動
し
、

人
口
集
積
の
状
況
や
高
齢
者
等
の
支
援

ニ
!
ズ
に
対
応
し
た
保
健
・
医
療
・
福

祉
施
設
を
整
備
」
と
言
う
の
み
で
病
院
の

再
建
に
触
れ
て
い
な
い
。
他
方
、
「
遠
隔

医
療
」
の
導
入
を
唱
っ
て
お
り
、
こ
の
機

会
に
病
院
の
廃
止
・
統
合
を
す
す
め
る
お

そ
れ
も
あ
る
。

例
え
ば
気
仙
医
療
圏
に
は
、
県
立
大
船

渡
、
高
田
、
住
田
の
3
病
院
が
あ
っ
た
が
、

住
田
病
院
は
、

2
0
0
8
年
4
月
診
療
所

化、

2
0
0
9
年
4
月
に
は
無
床
診
療
所

化
さ
れ
た
。
今
回
の
震
災
で
高
田
病
院
が

仮
設
診
療
所
(
無
床
)
と
な
っ
た
今
、
気

仙
医
療
圏
に
、
一
般
病
床
の
あ
る
病
院
は

大
船
渡
病
院
し
か
な
く
、
こ
こ
で
入
院
機

能
、
一
次
救
急
か
ら
三
次
救
急
ま
で
す
べ

て
担
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
医

師
達
も
「
早
く
医
療
を
再
建
し
、
人
が
こ

こ
に
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
奮
闘
し
て
い
る
。
県
は
、
県

立
病
院
の
再
建
を
早
急
に
進
め
、
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
復
興
の
先

頭
に
立
つ
決
意
を
示
す
べ
き
だ
ろ
う
。

ハ
ー
ド
の
公
共
施
設
は
復
旧
し
た
が
、

生
活
の
復
旧
は
進
ま
な
か
っ
た
と
い
う

状
況
を
作
つ
て
は
な
ら
な
い
。

岩手県肉の仮設庖舗・工場等の進捗状混 (2011年9月2日現在)表2

(出所)独立行政法人中小企業基盤整備機構資料より作成




